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１．２ 目  的 
 学部は作業療法学専攻（選択）と理学療法学専攻（必
修）の学生からなり，前期『情報リテラシー入門』は，
それぞれ 24，44 名の 2 クラス，後期『情報科学』は，2
＋44名の 1クラスとして開講された． 
 学生のミッションは，第一に作業療法士 OT/理学療法















 情報社会の言葉や概念が頻出するのは 1990 年代半ば
以降でネット環境が整い始めた頃だが，その着想は 1960
年代まで遡る． 




さらに 1999年には 60億を超え，そして来たる 2050年頃

















































































































図 1.3.3 学生の履修状況（アンケートより） 
 

































る Word，Excel の処理能力を特に強化した．Word は，
具体的に＜10分間 Word 挑戦タイプ＞と名づけ，新聞の
＜コラム＞を写すという課題を用いて授業の初めに行っ










図 1.5.1 <10 分間挑戦タイプ>結果の推移 
 





 A＝満点の％，B＝99～50 点の％， 
 C＝49～1 点の％，D＝0 点の％ 
初回と最終回が極めて特徴的である． 
 さすがに，一回目は惨憺たる実態であった．満点 A
と C が共に 5％で，B が 0％，なんと 0点 D が 90％(モー
ド＝D)．それが最終回では，A が 62％，D が 0％となっ
た(モード＝A に逆転した)（図 1.5.1)．2 回目から 10
回目までを通して少なくとも 1 回以上 0 点の取得者は
全体の 43％と半減した．逆に満点の取得者は 91％とほ
ぼ全員が経験する．さらに，生データからわかること
であるが，初回の 0 点を除き，全回を通して満点と 0
点を併せ持つ者が 35％と 1/3 以上もいる．これは何を
示しているのだろうか？ 


























図 1.5.2 満点相対累積度数分布 
 資料から全回を通して満点をとった学生が 1 名いた
ことに驚かされた．そして，半分の 5 回以上満点取得
者が 60％を超えており，今回惜しくも一度も満点をと







































図 1.6.1 ブレスト（班討議･協調学習）の例 


































































































 (1) 「歴史の忘却」 
 (2) 「概念の固定化」 










































































７）総務省統計局 HP 2050年の推計人口 
８）ベルナー・ヘルツォーク監督「世界最古の洞窟壁画
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Recently, ICT education has become more and more important due to the rapid 
increase in the global population. Here we report the results of “Reflective Note-taking” 
and “brainstorming” offered in the ICT courses: “Introduction to ICT Literacy” in the 1st semester; and 
“The Science of ICT” in the 2nd semester. In the latter course, we also carried out a “ten-minute 
challenged-typing” assignment using the Microsoft WORD software. The results indicate that the 
students have learned that: “Accuracy comes first;” and to be resourceful and resilient, “critical 
thinking” and “creativity” are vital. It is important for the university to equip the students with 
essential communication competence before they embark into the real world. Every student is expected 
to make the most of his/her life. These ICT courses may serve as preliminary stepping stones, providing 
them with the tools they may need. 
 
 
 
